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副目的

款 項 目 大 中

河川維持補修事業

会計区分 事業類型 法定受託系

担当係

根拠法令・個別計画
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河川課

維持係

目的
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（手段）
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

3

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

浸水区域を解消します

1

平成１２年度以前

都市基盤

2

平成３０年度以降

河川・水路

　河川･水路の補修工事,護岸の補強工事等を行い、河川･水路機能の維持を図る。

　巡視または各区長から提出される工事申請を基に重要性、緊急性等を考慮し実施してい

る。

　　H25実施工事　 合瀬川左岸堤排水路（外堀二丁目地内）　L=80.0m、

　　　　　　　　　　　 　岩崎五丁目10号排水路（岩崎五丁目地内）　L=94.4m、

　　　　　　　　　　　　 準用河川佐久間川外3（大字久保一色東二丁目外地内）　L=332.6m、

　　　　　　　　　　　　 大草地区排水路（大字大草地内）　L=35.9m、

　　　　　　　　　　　　 村中地区排水路外3（大字村中外地内）　L=372.1m、

　　　　　　　　　　　　 三ツ渕地区排水路外4（大字三ツ渕外地内）　L=206.6

　　◆H25直接経費内訳
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　　◆H25直接経費内訳

　　　　　測量設計委託料 （1,942千円）、　　河川維持補修工事費 （ 9,848千円）

 

　　◆H26直接経費予算内訳

　　　　　測量設計委託料 （2,000千円）、　　河川維持補修工事費 （10,000千円）
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実実実実

事業実施におけ

る課題

　河川水路構造物における老朽化の進行は、年々進んでおり、今後の工事申請の増

加が見込まれる。
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　市内のおける河川水路において、老朽化、劣化等により機能低下が著しい箇所に

ついて、確認次第その機能回復に努めた。また、区長より平成25年度提出された工

事申請のうち、補修及び補強により機能維持を目的とする案件については、すべて同

年度及び新年度早着工事による施工とした。
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事業の改善・見

直し内容（新規追
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２７年度以降

の改善案

　限られた予算内でより多くの工事申請等に応えるよう、コスト縮減に配慮するととも

に、構造物の長寿命化を考慮した工事を引続き効率よく実施していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

　巡視等により機能低下が著しい箇所の確認及び回復を実施しており、また多くの地

元要望に応えることにより、機能の維持が適正に図れていることから、現状維持と判

断した。

判定理由

　河川・水路は公の構造物であり、行政が管理維持していく施設である。総合的・計画

的な管理が必要であり、また利潤の生じる事業でないため、民間等による実施は不

適当であり、他に手段がない。従って、事業を休止すれば河川・水路機能が低下若し

くは喪失することとなり、降雨等による水害を甚大なものとするだけでなく、市民の日

常生活にも支障をきたすこととなる。

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

　昨年度申請のあった維持補修工事については、早着工事として実施することで水路

施設の機能改善効果の早期発現に努めることとした。

維　持

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

ただし、構造物の長寿命化を考慮した維持補修に努めること。


